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温湯処理によるにら本ぽのネダニ防除 
にら栽培では、ネダニ類の食害による生育不

良や欠株の発生が収量を低下させる大きな要因

となっています。しかし、防除薬剤の登録数が

少なく、生産者は対応に苦慮しているのが現状

です。 

これまでに当研究室では、化学農薬に頼らな

い防除方法として、にら苗の温湯浸漬処理につ

いて検討し、45℃で 10分以上、50℃では１分で

ロビンネダニが 100%死滅することを確認しま

した。そこで今回は、本ぽにおける温湯のかん

注処理の防除効果を検討しました（写真１、２）。 

にらを捨て刈りした直後に、50℃の温湯を株

の中心に１時間滴下したところ、ロビンネダニ

を約 100分１に減らすことができました（表）。 

この時、地下 10cm の地温は 45℃以上を２時

間維持することができ、地下 15cmにおいても

44.9℃まで上昇させることができました（図）。 

温湯処理直後は、葉の伸長がやや遅れました

が、１か月後の生育は無処理と差がありません

でした。 

今年は、ネダニ類の総合的な防除体系を確立

するため、本ぽにおける温湯処理と薬剤を組み

合わせた防除体系の実証試験を実施します。 

（病理昆虫研究室） 
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研究成果  

写真１ にら本ぽにおける温湯処理の様子 
 

写真２ 温湯処理により鱗茎部から地上に移動するネダニ 
 

図 50℃温湯処理による地温の推移 
 

表 本ぽのにらに対する 50℃温湯処理によるロビンネダニの防除効果 
 

1 677 9
2 250 4
3 788 1

平均 571.7 4.7
1 413 571
2 38 131
3 241 101

平均 230.7 267.7

調査区
ロビンネダニ数

処理前（７月12日） 処理３日後

温湯
処理区

無処理区

処理区

注１）処理は７月 14日に行った。 

注２）ロビンネダニ数は、茎 25 本と根圏土壌 500ml 中に生息する

数を計測した。 
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にらの葉先枯れ発生について 

にらの生産現場では、夏季の葉先枯れが問題

となっています。主要な３品種について葉先枯

れ発生率を調査したところ、ミラクルグリーン

ベルトが高い傾向を示しました（図１）。一方

これら３品種の根重を調査したところ、ミラク

ルグリーンベルトが他の２品種に比べ軽く（図

２）、葉先枯れに影響しているのではないかと

推察されました。       （野菜研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
なし「にっこり」の果実生理障害助長要因 

本県育成の「にっこり」は、大果で食味良好

な品種です。近年は気候変動が大きく、年によ

っては果肉が褐色を帯びて水浸状になる果実生

理障害が発生し、商品性が損なわれることがあ

ります。そこで、その要因を調査しました。 
収穫３ヶ月前の７月下旬から９月下旬までの

間、樹体を通常より２℃高く保つ区（樹体高温

区）、地温を通常より２℃高く保つ区（地温高

温区）、土壌 pF を２．７以上に保つ区（土壌

乾燥区）を設け、調査しました。その結果、樹

体高温区、土壌乾燥区で果実生理障害発生が助

長され、特に土壌乾燥区で顕著となることが明

らかとなりました（図）。今後は、定期的に灌

水すること等により果実生理障害を軽減する技

術を検討します。       （果樹研究室） 

 
 

  
若手研究員が中学校で授業

5 月 28 日、豊郷中学校で開催された理科の研

究授業で、果樹研究室の北原智史技師が、3 年

生 を 対 象 に

「種子のでき

る植物の増え

方」の題材で

授業を行いま

した。授業で

は、農家にお

ける人工受粉作業の話などを織り交ぜながら、

顕微鏡で花粉管が伸びる様子を観察し、理科で

学習することが実生活でどのように役立ってい

るかの理解を深めてもらいました。 
なお、本件は「豊郷地域学校園の地域人材を

活かした理科教育の推進」の一環として実施さ

れました。今後も、県民に開かれた農業試験場

を目指します。        
（研究開発部）

成果の速報  

  

 
図２ にらの品種別根重 
 

図１ にらの品種別葉先枯れ発生率 
注．夏どり収穫 1回目：6/21、2回目：7/31、3回目：8/31 

 

図 果実生理障害重症果率 

 注．果実あたりの障害発生数が 4 か所以上または障害部

位が直径 10mm以上の果実等を重症果とした 
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写真 授業を行う北原技師 
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耐病性強系統 耐病性弱系統

 
ばらの根圏制御ユニット栽培システムの概要 

ばらの根圏制御ユニット栽培システムは、施

設利用率の向上と肥料コストの削減を目的とし

た新たな栽培方法です。本システムの特長は、

生産施設を効率的に利用するため、株養成期間

を別施設で行えるように培地をユニット化し移

動可能とすること、培地に現在の主流であるロ

ックウールに代わり黒ボク土を用いることで

す。 
これまでの結果から、本システムでは、用土

にロックウールと同等の生産性が得られた黒ボ

ク土ともみがらの混合用土を用い、システム構

造は普及性を考慮した作業性の良い袋状構造に

します（写真１）。株養成時は省力化のため肥

効調節型肥料を用い、生産施設での液肥管理で

は、慣行よりも低濃度の液肥を使用し、排液量

を抑えた管理を行います。現在、システムの総

合的な評価を実施しています（写真２）。 
（花き研究室）           

 
 
 
 
 
 

 
 

露地いちご栽培の可能性を調査 
加工向けいちご原料に占める国産品の割合は

約１４％（推定）と少なく、大半は輸入いちご

に頼っています。いちごピューレなど国産の加

工向け需要が高まる一方で、供給が追いついて

いないのが現状です。 
そこで国産加工向けいちごの供給拡大に向け

た取組の一つとして、露地で栽培試験を実施し

ています（写真）。

併せて品種の加工適

性や露地栽培適性な

どについて検討して

います。 

（いちご研究所  

企画調査担当）

 

DNAマーカーで 
イチゴ萎黄病耐病性 
系統を効率的に選抜 
イチゴ萎黄病は、苗の萎凋や枯死を招く重要

病害の一つで、耐病性品種の育成が求められて

います。そこで、当研究室では耐病性系統を効

率的に識別する DNA マーカー（図）を開発しま

した。 

本年度から、いちご研究所において交配実生

苗の選抜に本技術を導入していきます。 

（生物工学研究室）

 

成果の速報  

試験の紹介  

写真１ 麻袋に用土を詰めた
袋状のシステム構造 
 

写真 露地栽培試験の様子 
 

○特徴的なバンドを持つ個体を選抜 
○接種試験をしなくても耐病性系統を効率的に選抜可能 

※アスカウェィブ（耐病性強） 
とちおとめ（耐病性弱） 

 

図 イチゴ萎黄病耐病性を識別する DNAマーカー 
 

写真２ 定植 1ヶ月後の様子 
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一斉田植

5月 9日と 10日に

一斉田植を行いまし

た。2 日間で延べ 90

名が参加し、細かい試

験区に対応するため、

約 80ａを手植えしま

した。また、10日は

農政部に初めて異

動した職員を対象

にした研修会が当

場を会場に行われ、

彼らも手植えに挑

戦しました。  

（研究開発部） 

 
 

● 技術支援プログラムの実施状況（５月） 

日 課    題    名 振興事務所名 研究室等名 

２ なし栃木3号栽培技術の確立 安足、下都賀 果樹 

８ なし栃木3号栽培技術の確立 芳賀 〃 

１４ 鉄コーティング等による水稲直播栽培技術の確立 下都賀 水稲 

２２ りんどうの安定生産技術の確立 上都賀 花き 

２３ うど栽培技術支援 上都賀 野菜 
 
● 主な来場者（５月） 

日 来場者 人数 目的・用件等 研究室等名 

２ 宇都宮大学農学部教諭 ３ いちご研究打合せ 生物工学 

７ （株）あしざわファインテックス ３ 大谷石の放射能吸収抑制について 土壌環境 

１０ 農政部新任職員 ２６ 農政部新任者研修会 研究開発部 

１０ 豊郷中学校教諭 ２ 宇河中教研理科部会研究授業打合せ 果樹 

１５ 森永製菓、タカ食品 ６ いちご研究所の概要 いちご研究所 

１６ JAはが野なし部会研究部 １０ 晩霜対策について 果樹 

２１ 大平南小学校 3年生 ２５ いちご研究所施設見学 いちご研究所 

２２ 白楊高校 １ 根圏制御栽培について 果樹 

２２ りんどう新規栽培者 ３３ 第 3回りんどう新規栽培者セミナー 花き 

２２ 宇都宮大学農学部教諭、産業技術センター職員 ３ いちご研究打合せ 
生物工学・ 
いちご研究所 

２４ 大平南小学校 3年生 ２４ いちご研究所施設見学 いちご研究所 

２８ ＪＡ東京あおば ８ 麦類の栽培技術について 麦類 
 

● 報道関係（５月） 

日 件 名 報道機関 研究室等名 

１５ 「開拓情報」スカイベリーの紹介  全国開拓振興協会 いちご研究所 

２９ ビール大麦「サチホゴールデン」について  朝日新聞 麦類 
 

● 主な会議・行事予定（６月） 

日 内 容 場 所 

２０  運営会議  農業試験場本場 

２１  農試友の会  市内ホテル 

２７  花き研究セミナー（きく）  農業試験場本場 

２８  花き研究セミナー（りんどう）        〃 
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皆様の声をお聞かせ下さい!! 

  

トピックス      

写真 一斉田植の様子 
 

 

写真 手植えに挑戦する
農政部新任職員 
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